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師団武装走競技会

各種行事・訓練

職場のマメ知識

第３師団隊員紹介コーナー

師団武装走競技会

師団演習訓練

令和６年度師団追悼式

部隊格闘指導官養成訓練

師団集合教育「狙撃」

２０２４大規模津波防災総合訓練

令和６年度大津市総合防災訓練

ランチタイムコンサート

みんなの架け橋

「１１月１日」

近畿の守り人

３Ｄガイズ

ただ今奮闘中

趣味あります

師団戦士

我が部隊の新戦力

一隅を照らす

私の大切な物
表紙写真：師団武装走競技会

自衛隊和歌山地方協力本部

～己のプライドをかけて駆け抜けろ！～
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１ ３ 師 団 だ よ り 第１７９号 令和６年度 ３四期号

師
団
は
12
月
下
旬
、
青
野
ヶ
原

演
習
場
に
お
い
て
、
師
団
武
装
走

競
技
会
を
実
施
し
た
。

競
技
は
部
隊
規
模
に
応
じ
た
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
、
チ
ー
ム
走
及
び

個
人
走
の
記
録
並
び
に
射
撃
、
体

力
検
定
結
果
に
よ
り
順
位
を
競
っ

た
。勾

配
の
あ
る
コ
ー
ス
は
体
力
が

求
め
ら
れ
、
競
技
コ
ー
ス
間
に
お

い
て
戦
闘
射
撃
、
第
一
線
救
護
に

よ
る
担
架
搬
送
な
ど
を
実
施
し
、

選
手
た
ち
は
力
を
合
わ
せ
ゴ
ー
ル

に
向
か
っ
て
力
走
を
見
せ
た
。
ま

た
、
元
自
衛
官
芸
人
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
「
ち
っ
ぴ
ぃ
ち
ゃ
ん
ズ
」

が
オ
ー
プ
ン
参
加
し
、
競
技
会
を

盛
り
上
げ
た
。

競
技
後
の
閉
会
式
で
は
、
部
隊

表
彰
及
び
個
人
タ
イ
ム
の
成
績
優

秀
者
が
表
彰
さ
れ
た
。

本
競
技
会
を
通
じ
て
、
戦
闘
戦

技
能
力
の
向
上
並
び
に
闘
争
心
、

部
隊
士
気
の
高
揚
、
更
な
る
団
結

の
強
化
を
図
っ
た
。

開会式 選手宣誓 開会式

３

３

担架搬送する女性自衛官

一斉にスタート

一進一退の展開

師団最先任上級曹長とともに完走
インフルエンサー「ちっぴぃちゃんズ」

警戒自衛戦闘射撃（バトラ使用） 第一線救護（緊縛止血）

沿道の声援を受けてラストスパート

カメラにも笑顔を見せ力走する隊員

師団武装走競技会
「結 果」



陣地進入

指揮所活動

訓練開始式

２ ３ 師 団 だ よ り 第１７９号 令和６年度 ３四期号

師
団
は
、
11
月
下
旬
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
、
師
団
演
習
訓
練
を
実
施
し
た
。
本
訓
練

に
お
い
て
、
第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

三
浦
１
佐
）
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
、
増
強
普
通

科
連
隊
の
防
勢
的
な
戦
術
行
動
、
諸
職
種
と
の
協
同
連
携
要
領
を
演
練
し
て
こ
れ
ま
で
の
教
育

訓
練
の
成
果
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
じ
後
の
進
歩
向
上
を
促
し
た
。

併
せ
て
、
師
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
練
成
訓
練
を
実
施
し
、
練
度
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
た
。

状況報告をする連隊長

建物への襲撃訓練バディと連携した周囲の警戒

掩体構築障害（鉄条網）の構築

通信線の展張120mm重迫撃砲の射撃準備

狙撃手・機関銃手による警戒

道路交点を狙った対機甲戦闘

敵情の報告



３ ３ 師 団 だ よ り 第１７９号 令和６年度 ３四期号

師
団
（
師
団
長

佐
藤
陸
将
）
は
、
11
月
16
日
（
土
）
千
僧

駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
師
団
追
悼
式
を
挙
行
し
た
。

追
悼
式
は
、
近
畿
２
府
４
県
に
深
い
関
係
の
あ
る
殉
職
者
の

在
職
間
の
功
績
を
称
え
、
そ
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
実
施
し
て
い
る
。

式
に
は
御
遺
族
を
は
じ
め
、
部
内
外
来
賓
、
隷
下
各
部
隊
長
、

最
先
任
上
級
曹
長
等
及
び
師
団
隷
下
部
隊
が
参
列
し
て
執
り
行

わ
れ
た
。

追
悼
式
の
最
後
に
は
、
殉
職
者
の
御
霊
を
悼
む
弔
銃
の
銃
声

が
会
場
に
響
き
渡
り
、
厳
粛
な
式
に
終
わ
り
を
告
げ
た
。

追悼式の様子（黙祷）

師団長による献花（顕彰碑前）

執行官追悼の辞

儀じよう隊による弔銃

隊員による献花

第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

三
浦

１
佐
）
は
、
師
団
内
の
各
部
隊
か
ら
選

抜
さ
れ
た
格
闘
優
技
者
に
対
し
、
部
隊

格
闘
指
導
官
の
養
成
訓
練
を
実
施
し
た
。

訓
練
参
加
者
は
、
部
隊
格
闘
指
導
官

と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
の
習
得
に

励
み
、
敵
を
無
力
化
す
る
た
め
の
「
制

止
」
、
「
拘
束
」
、
「
連
行
」
ま
で
の

一
連
の
動
作
を
演
練
し
、
近
接
戦
闘
能

力
の
向
上
を
図
っ
た
。

２名で協力しての制止・拘束訓練

格闘き章（部隊格闘指導官)

不整地での対処訓練２名で協力しての連行訓練

拳銃保持者への対処訓練

隊員による献花（顕彰碑前）



第
３
音
楽
隊
（
隊
長

川
良
１
尉
）
は
、
12
月
５
日
（
木
）
、

千
僧
駐
屯
地
厚
生
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
隊
員
た
ち
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

仮
装
と
と
も
に
登
場
し
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
等
で
聴
き
馴
染
み
の
あ

る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
優
雅
に
演
奏
し
、
厚
生
セ
ン
タ
ー
は

あ
た
た
か
い
笑
顔
と
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

ま
た
、
師
団
は
、
令
和
７
年
３
月
２
日
（
日
）
、
東
リ

い

た
み
ホ
ー
ル
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
「
第
55
回
定
期
演

奏
会
」
を
開
催
予
定
で
あ
り
、
第
３
師
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
２
月
５
日
（
水
）
ま
で
応
募
を
受
け
付
け
て
い
る
。

第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

早
田
１
佐
）
は
、
担
任
部
隊
と

な
り
、
師
団
集
合
教
育
「
狙
撃
」

を
実
施
し
た
。

狙
撃
手
は
、
射
撃
能
力
だ
け

で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
下

に
お
い
て
も
冷
静
沈
着
に
行
動

が
で
き
る
体
力
・
精
神
力
及
び

集
中
力
が
必
要
で
あ
る
。

訓
練
に
参
加
し
た
隊
員
は
、

敵
の
行
動
地
域
へ
の
潜
入
、
重

要
目
標
に
対
す
る
狙
撃
及
び
離

脱
に
至
る
一
連
の
行
動
を
修
得

し
、
一
発
必
中
の
信
念
を
も
っ

て
、
狙
撃
手
と
し
て
の
能
力
向

上
を
図
っ
た
。

第３師団ホームページ
専用応募フォームよりお申込みください

第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

三
浦
１
佐)

は
、
11
月
４

日
（
月
）
「
２
０
２
４
大
規
模
津
波
防
災
総
合
訓
練
」
に

参
加
し
た
。
本
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
を
想
定

し
て
行
わ
れ
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
か
ら
救
助
ま
で
の
一

連
の
活
動
を
訓
練
し
、
災
害
対
処
能
力
の
向
上
及
び
各
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
た
。

第
３
偵
察
戦
闘
大
隊
（
大
隊
長

阪
井
２
佐
）
は
、
11

月
11
日
（
日
）
「
令
和
６
年
度
大
津
市
総
合
防
災
訓
練
」

に
参
加
し
た
。
本
訓
練
は
、
震
度
７
の
地
震
発
生
を
想
定

し
て
行
わ
れ
、
関
係
機
関
と
の
現
地
調
整
後
、
倒
壊
家
屋

か
ら
要
救
助
者
の
救
出
等
を
訓
練
し
、
災
害
対
処
能
力
の

向
上
及
び
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
た
。

野外での狙撃訓練

師団長視察 自然に溶け込んだ偽装

消防との現地調整

倒壊家屋からの救出

各関係機関との現地調整

行方不明者の捜索

４ ３ 師 団 だ よ り 第１７９号 令和６年度 ３四期号

偽装した狙撃手



第
３
偵
察
戦
闘
大
隊
本
部
管
理
中
隊
に
所

属
す
る
山
岸

侑
生
（
や
ま
ぎ
し

ゆ
う
せ

い
）
３
曹
の
趣
味
「
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
」
を
紹

介
し
ま
す
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
は
、
２
０
２
３
年
９
月
頃

に
自
動
車
教
習
所
の
同
期
に
誘
わ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
始
め
ま
し
た
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
魅
力
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

が
苦
手
な
方
も
長
距
離
の
移
動
が
で
き
る
達

成
感
、
ま
た
基
礎
体
力
の
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
毎
月
琵

琶
湖
を
一
周
す
る
通
称
「
ビ
ワ
イ
チ
」
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
長
期
休
暇
を
利
用
し
、
所

在
す
る
今
津
駐
屯
地
か
ら
実
家
の
石
川
県
金

沢
市
ま
で
片
道
15
時
間
か
け
て
帰
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

私
が
ビ
ワ
イ

チ
を
初
め
て

挑
戦
し
た
時

は
９
時
間
か

か
っ
て
い
ま

し
た
が
今
で

は
６
時
間
で

一
周
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

初
期
投
資
費
用
は
少
し
か
か
り
ま
す
が
、

新
し
い
趣
味
に
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
最
後
に
、
一
緒

に
「
ビ
ワ
イ
チ
」
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

第
３
後
方
支
援
連
隊
補
給
隊
に
所
属
す
る

山
口

敦
広
（
や
ま
ぐ
ち

あ
つ
ひ
ろ
）
３

尉
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
校
年
度
時
期
、
期
別
は
。

Ａ

令
和
４
年
３
月
に
部
内
幹
部
候
補
生
と

し
て
入
校
し
ま
し
た
。
期
別
は
22
Ｉ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

長
い
自
衛
隊
人
生
に
つ
い
て
考
え
た
と

き
、
よ
り
刺
激
の
あ
る
環
境
で
勤
務
を
し

て
み
た
い
と
思
い
志
望
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

大
寒
波
の
中
行
わ
れ
た
演
習
で
す
。
深

夜
に
も
関
わ
ら
ず
、
教
官
た
ち
が
振
舞
っ

て
下
さ
っ
た
手
作
り
の
味
噌
汁
が
冷
え
た

臓
物
に
染
み
渡
り
ま
し
た
。
あ
の
時
の
感

覚
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

本
部
付
隊
長
と
し
て
、
人
事
・
兵
站
等

に
関
す
る
業
務
の
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

突
発
的
に
発
生
し
た
業
務
へ
の
対
応
に

苦
労
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
。

Ａ

陸
曹
時
代
に
比
し
て
、
与
え
ら
れ
る
仕

事
の
幅
が
増
え
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

第３通信大隊 第１中隊

３等陸曹 尾黒 倖太

第
３
通
信
大
隊
第
１
中
隊
に
所
属
す
る
尾
黒

倖
太
（
お
ぐ
ろ

こ
う
た
）
３
曹
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

災
害
派
遣
に
従
事
す
る
自
衛
官
に
憧
れ
て

入
隊
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

師
団
唯
一
の
シ
ス
テ
ム
通
信
科
部
隊
と
し

て
、
近
畿
２
府
４
県
に
駐
屯
す
る
部
隊
の
通

信
を
円
滑
に
繋
ぐ
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

格
闘
指
導
官
の
白
川
３
曹
で
す
。
格
闘
技

の
経
験
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
地
道
な
努
力

で
指
導
官
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
所
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

格
闘
指
導
官
の
資
格
を
取
得
し
、
部
隊
の

後
輩
た
ち
を
指
導
・
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

目
標
に
向
け
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

課
業
外
の
時
間
を
利
用
し
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
の
体
力
練
成
、

昼
休
み
等
に
は
格
闘
指
導
官
の
方
や
練
成
隊

の
メ
ン
バ
ー
で
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
し
、
切
磋

琢
磨
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

後
輩
た
ち
が
憧
れ
、
後
に
続
く
自
衛
官
に

な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
ま
す
。

第３偵察戦闘大隊本部管理中隊

３等陸曹 山岸 侑生

第３後方支援連隊 補給隊

３等陸尉 山口敦広

第
37
普
通
科
連
隊
広
報
室
は
、
大
阪
府
南
部

と
和
歌
山
県
全
域
を
中
心
に
部
隊
の
魅
力
を
発

信
し
、
駐
屯
地
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

今
回
は
、
本
部
管
理
中
隊
第
１
科
広
報
室
で

広
報
陸
曹
と
し
て
勤
務
す
る
和
田

圭
史
（
わ

だ

け
い
じ
）
２
曹
に
話
を
聞
い
た
。

和
田
２
曹
は
、
訓
練
風
景
の
撮
影
や
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
Ｘ
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
二
刀
流
）
の
運

用
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
報
道
対
応
等
、

様
々
な
業
務
に
取
り
組
み
、
連
隊
の
広
報
活
動

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

ま
た
、
部
隊
格
闘
指
導
官
と
し
て
、
連
隊
及

び
中
隊
の
格
闘
戦
技
能
力
の
向
上
、
特
に
若
年

隊
員
の
能
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
、
和
田
２
曹
は
「
取

材
対
応
か
ら
写
真
撮
影
ま
で
、
一
つ
一
つ
の
瞬

間
に
誇
り
を
持
ち
、
自
衛
隊
の
使
命
と
魅
力
を

笑
顔
と
真
心
を
も
っ
て
伝
え
る
こ
と
で
、
国
民

と
自
衛
隊
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
な
り
た
い
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

記
念
撮
影
を
依
頼
さ
れ
た
際
、
一
発
芸
を
披

露
す
る
等
、
持
ち
前
の
人
柄
を
活
か
す
和
田
２

曹
は
、
今
日
も
様
々
な
場
面
で
周
囲
を
笑
顔
に

し
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け
る
。

愛車のロードバイク

尊敬する白川３曹

３

５ ３ 師 団 だ よ り 第１７９号 令和６年度 ３四期号

集合写真で一発芸を披露する

和田２曹

練成する尾黒３曹



第
36
普
通
科
連
隊
第
５
中
隊
に
所
属
す
る

若
林

樹
（
わ
か
ば
や
し

い
つ
き
）
３
曹

を
紹
介
し
ま
す
。

若
林
３
曹
は
、
令
和
５
年
１
月
１
日
、
３

等
陸
曹
へ
昇
任
し
、
中
隊
で
は
対
機
甲
（
戦

車
や
装
甲
車
等
）
戦
闘
時
に
戦
力
発
揮
す
る

軽
Ａ
Ｔ
Ｍ
手
（
対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
手
）
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
積
極
的
に
訓
練

に
臨
む
姿
勢
が
他
隊
員
の
模
範
に
な
っ
て
お

り
、
中
隊
の
若
手
３
曹
、
期
待
の
星
で
す
。

現
在
は
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
及
び
第
一
線
救
護

等
の
資
格
及
び
特
技
取
得
を
目
標
に
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、
肉
体
改
造
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
け
る
若
林
３
曹
は
、

旅
行
を
趣
味
に
し
て
お
り
、
休
暇
等
を
活
用

し
、
様
々
な
場
所
を
旅
行
し
て
、
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
公
私
と
も
に
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
若
林
３
曹
に
は
今
後
、
若
手
陸
曹

の
代
表
格
の
一
人
と
し
て
、
中
隊
を
活
性
化

さ
せ
、
ま
す
ま
す
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第３師団司令部付隊車両小隊

３等陸曹 田野 貴大

第
３
特
殊
武
器
防
護
隊
除
染
小
隊
に
所
属

す
る
渡
辺

宏
典
（
わ
た
な
べ

こ
う
す
け
）

３
曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

陸
曹
教
育
隊
入
校
時
期
、
出
身
は
。

Ａ

第
１
４
３
期
、
令
和
５
年
７
月
入
校
、

香
川
県
出
身
で
す
。

【
陸
曹
教
育
隊
入
校
間
に
つ
い
て
】

Ｑ

印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

組
長
と
し
て
臨
ん
だ
総
合
訓
練
で
す
。

部
下
を
掌
握
し
、
指
揮
す
る
難
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。
同
期
の
支
え
も
あ
り
、
任
務

を
完
遂
で
き
た
こ
と
が
思
い
出
で
す
。

Ｑ

特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

斥
候
訓
練
に
お
い
て
、
状
況
判
断
及
び

部
隊
の
指
揮
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

Ｑ

入
校
間
で
特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

隊
員
の
掌
握
、
速
や
か
な
状
況
判
断
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

任
さ
れ
る
仕
事
の
幅
が
増
え
た
た
め
、

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
以
前
よ
り
も
責

任
感
が
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

陸
曹
教
育
隊
・
化
学
学
校
で
学
ん
だ
知

識
と
技
能
を
活
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

明
る
く
元
気
に
、
目
標
を
も
っ
て
日
々

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

第３６普通科連隊 第５中隊

３等陸曹 若林 樹

第
３
師
団
司
令
部
付
隊
車
両
小
隊
に
所
属
す

る
田
野
３
曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
隊
時
期
、
出
身
は
。

Ａ

平
成
19
年
入
隊
、
兵
庫
県
川
西
市
の
出
身

で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

元
自
衛
官
の
叔
父
か
ら
誘
い
を
受
け
、
国

防
と
い
う
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
、
入
隊
を
決

意
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
は
。

Ａ

師
団
司
令
部
の
任
務
が
円
滑
に
進
む
よ
う

陰
で
支
え
る
、
縁
の
下
の
力
持
ち
の
よ
う
な

存
在
で
す
。

Ｑ

現
在
の
業
務
は
。

Ａ

車
両
の
操
縦
手
（
ド
ラ
イ
バ
ー
）
で
す
。

主
に
部
課
長
等
、
幹
部
の
方
を
目
的
地
へ
と

輸
送
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

普
段
あ
ま
り
接
す
る
機
会
の
な
い
幹
部
の

方
と
お
話
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
が
増

え
る
事
で
す
。
ま
た
輸
送
任
務
後
「
あ
り
が

と
う
」
の
感
謝
の
一
言
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

草
野
球
と
モ
ル
ッ
ク
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

乗
車
さ
れ
る
方
が
気
持
ち
よ
く
任
務
に
邁

進
で
き
る
よ
う
、
運
転
技
術
に
磨
き
を
か
け

ま
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

車
両
小
隊
は
若
い
戦
力
を
募
集
し
て
い
ま

す
！
各
部
隊
で
眠
っ
て
い
る
戦
士
達
、
司
令

部
付
隊
へ
来
て
一
緒
に
師
団
の
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
し
ょ
う
！

第３特殊武器防護隊除染小隊

３等陸曹 渡辺 宏典

第７普通科連隊 第５中隊

第７普通科連隊第５中隊に所属する市川 幸裕（いちかわ ゆきひろ）士長から思い出
の一品を紹介してもらいます。
それは、母からの贈り物「腕時計」です。この腕時計は、自衛隊に入隊して間もない頃、

頑張って欲しい。という気持ちを込めて母から贈ってもらいました。
入隊するまでは集団生活の経験が少なく、初めて出会う人との会話が苦手で、入隊当初

は同期の隊員や、班長とのコミュニケーションが上手く取れず苦労していました。また、
中隊に配置されてから厳しい訓練を行う中で、心が折れそうになることが何度もありまし
た。しかし、母から贈ってもらった腕時計を見るたびに、送り出してくれた母が仕事で忙
しい中、私のためにご飯を毎日作ってくれた事などを思い出し、諦めることなく乗り越え
ることができました。この腕時計は、私を「もう少し頑張ってみよう」という気持ちにさ
せ、元気と勇気を与えてくれます。実家に帰省した際は、日々の感謝を伝えるとともに、
自分の成長した姿を見せて喜ばせたいです。また、これからもこの腕時計とともに、様々
な自衛隊の経験を刻んでいきたいと思います。陸士長 市川 幸裕

趣味の旅行

水木しげるロード(鳥取県)へ

いちかわ ゆきひろ

６ ３ 師 団 だ よ り 第１７９号 令和６年度 ３四期号



皆
さ
ん
、
11
月
１
日
と
聞
い
て
何
の

日
を
想
像
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

「
ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン
」
で
「
犬
の
日
」
で
も

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お

り
？
「
自
衛
隊
記
念
日
」
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
そ
ん
な
自
衛
隊
記
念
日
に
つ

い
て
皆
さ
ん
は
、
い
つ
制
定
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
行
事
を
行
っ
て
い
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

防
衛
庁(

現
在
の
防
衛
省)

及
び

自
衛
隊
の
創
立
に
基
づ
い
て
、
１

９
５
４
年
（
昭
和
29
年
）
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
防
衛
庁
・
自

衛
隊
が
発
足
し
た
日
が
７
月
１
日
、

法
的
根
拠
と
な
る
「
防
衛
庁
設
置

法
」
、｢

自
衛
隊
法
」
も
併
せ
て
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
台
風
な
ど
の

自
然
災
害
発
生
に
伴
い
、
自
衛
隊

の
出
動
が
予
想
さ
れ
る
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
記
念
行
事
や
式
典
を
行

う
の
は
都
合
が
悪
い
た
め
、
こ
の

時
期
を
避
け
て
11
月
１
日
に
し
た

そ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
自
衛
隊
記
念
日
に
ど
の
よ
う
な
行
事
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
日
の
前
後
に
行
わ
れ
る
行
事
と
し
て
、
防
衛
省

慰
霊
碑
地
区
で
の
自
衛
隊
殉
職
隊
員
追
悼
式
（
今
年
度

は
10
月
26
日
に
実
施
）
毎
年
持
ち
回
り
で
３
年
に
１
度
、

陸
上
自
衛
隊
の
中
央
観
閲
式
（
今
年
度
は
陸
自
が
11
月

９
日
に
実
施
）
、
海
上
自
衛
隊
の
観
艦
式
及
び
航
空
自

衛
隊
の
航
空
観
閲
式
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
日
本
武

道
館
に
お
い
て
、
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
（
今
年
度
は
11

月
14
日
、
15
日
及
び
16
日
の
３
日
間
で
実
施
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

私
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
こ
の
マ
メ
知
識
を
書
く
ま
で

は
制
定
の
経
緯
や
行
事
等
が
こ
の
自
衛
隊
記
念
日
行
事

と
関
連
し
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
認
識
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
の
よ
う
に
あ
ま
り
認
識
な
い
方
は
こ
の
マ

メ
知
識
を
読
ん
で
覚
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Ｘ
(旧Twitter)

３師団ＳＮＳ【ＱＲコード】

Instagram Facebook

第３師団ホームページでは、過去の３師団だよりや、

開催予定イベントの紹介などを逐次更新しています！

また、各種ＳＮＳにおいて、訓練や部隊の活動を紹介

しています。ぜひ一度ご覧ください♪

マメ

「

11

月

１

日

」

近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

自衛隊和歌山地方協力本部
JAPAN SELF DEFFENCE FORCE WAKAYAMA Provincial Cooperation Office

和 歌 山 地 方 協 力 本 部 募 集 課

☎07３-４２２-５１１６ (内線:8-72７-３５１ )

@Wakayama_Pco @wakayamapco @wakayamaPCO

毎日SNSを通して情報を更新してます
フォロー＆いいね待ってます😊

●●●●●広報係の紹介●●●●● ●●広報活動の紹介●●

２曹 久保 裕紀

【第３師団での勤務】
第３７普通科連隊

【現勤務地】
和歌山地本 募集課 広報班

【やりがい】
自らの広報活動が、志願票の獲得に繋がる

ことに喜びを感じます。
【第３師団の皆さんにメッセージ】
和歌山城清掃、音楽隊演奏等、各種イベン

トへのご協力ありがとうございます。和歌山
県は紀北の中華そば、紀中のみかん、南紀の
マグロ等美味しいモノがいっぱいです。
今後、支援で来られた際には、御賞味くだ
さい。

各機関の制服を着用した学生モデル

陸自制服を着用する学生

和
歌
山
地
本
は
、
10
月
26
日
に

近
畿
大
学
和
歌
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
実
施
さ
れ
た
学
園
祭
に
参
加
し

ま
し
た
。

自
衛
隊
等
の
６
機
関
で
「
制
服

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
を
開
催

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
は
、
制
服

の
カ
ッ
コ
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

学
生
は
希
望
す
る
制
服
を
着
用

し
、
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
い
た
学
生

か
ら
は
「
自
衛
隊
の
制
服
を
着
る

こ
と
で
よ
り
自
衛
隊
へ
の
興
味
と

憧
れ
が
強
く
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
た
。

自衛隊音楽まつり

著
：
キ
ャ
プ
テ
ン
・
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
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